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2なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

酪農振興会 総会
　
美
原
酪
農
振
興
会
（
会
長　
竹
田
潤
）
で
は
４
月
10

日
㈬
美
原
会
館
に
て
第
38
回
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
良
質
乳
農
事
組

合
に
緑
新
農
事
組
合
、
改
善
率
１
位
に
よ
つ
葉
農
事
組

合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会
に
あ
た
り
竹
田
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
来
賓
の
望
月
組
合
長
、
山
崎
酪
対
会
長
よ
り
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に
は
新
酪
地
区
の
馬
場

聡
一
郎
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
に
入
り

ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
５
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
議
案
第
２
号

「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
書（
案
）に
つ
い
て
」議
案
第
３
号「
令

和
６
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
」
が
満
場
一
致
の
も
と
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
佐
藤
副
会
長
よ
り
閉
会
挨
拶
を
い

た
だ
き
第
38
回
定
期
総
会
が
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

会　
長　

竹
田　
　
潤

副
会
長　

佐
藤　
信
吉

　
〃　
　

尾
形　
　
徹

総　
務　

北
村　
　
仰

会　
計　

畠
山　
純
一

幹　
事　

長
野　
清
志

監　
事　

小
林　
　
裕

　
〃　
　

熊
谷　
　
修

美
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

美
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

第
38
回



3 なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

全議案が審議され、満場一致で可決承認されました。

　
中
春
別
酪
農
振
興
会
（
会
長　
平
井
優
一
）

で
は
４
月
25
日
㈭
農
業
者
団
地
セ
ン
タ
ー
に
て

第
46
回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
乳
質
改
善
褒
章
が
行
わ
れ
、

個
人
の
部
で
は
18
名
の
会
員
が
表
彰
さ
れ
、
団

体
の
部
で
は
１
位
中
春
別
農
事
組
合
、
２
位

平
糸
農
事
組
合
、

３
位
春
別
農
事

組
合
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会

に
あ
た
り
平
井

会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
続
い

会　
　
長

　

平
井　
優
一

副
会
長
兼
会
計

　

中
島　
哲
郎

副
会
長

　

久
慈　
真
咲

代
表
監
事

　

相
澤　
孝
太

監　
　
事

　

藤
倉
香
津
靖

て
来
賓
の
望
月
組
合
長
、
山
崎
酪

対
会
長
、
西
原
町
議
よ
り
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に

は
平
糸
地
区
の
金
子
琢
哉
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
に
入
り
ま

し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
５
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に

つ
い
て
」
議
案
第
２
号
「
令
和
６

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
議
案

第
３
号
「
令
和
６
年
度
会
費
の
賦

課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」
が

満
場
一
致
の
も
と
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
役
員
体
制
は
次
の

通
り
で
す
。

中
春
別
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

中
春
別
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

第
46
回



4なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

　
中
春
別
和
牛
研
究
会
総
会
（
会
長　
野
矢
勝
己
）
で
は
令

和
６
年
４
月
６
日
㈯
Ｊ
Ａ
中
春
別
団
地
セ
ン
タ
ー
２
階
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
て
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
総
会
開
催
前
に
、
令
和
５
年
11
月
25
日
に
帯
広
に
て
開
催

さ
れ
た
、
令
和
５
年
度
北
海
道
枝
肉
共
励
会
に
お
い
て
、
㈲

寺
井
牧
場
よ
り
出
品
さ
れ
た
「
福
安
勝
」
号
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
農
協
を
代
表
し
て
望
月
組
合
長
を
来
賓
と

し
て
迎
え
、
野
矢
勝
己
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
議
案
第
１

号
「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
」、

議
案
第
２
号
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
議
案
第
３
号
「
令
和
６
年
度
会

費
の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）
に
つ
い
て
」、議
案
第
４
号
「
そ

の
他
」
で
は
脱
退
会
員
及
び
新
規
入
会
員
を
報
告
し
、
全
て

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中春別和牛研究会定期総会中春別和牛研究会定期総会

新規入会員（令和６年４月６日付け）
島　崎　　　清 氏
櫻　井　隆　弘 氏

　
豊
原
酪
農
振
興
会
（
会
長　
牧
野
修
二
）
で

は
４
月
17
日
㈬
豊
原
会
館
に
て
第
62
回
通
常
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
令
和
５
年
度
乳
質
改
善
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
片
岡
一
也
さ
ん
、

花
岡
芳
征
さ
ん
、
細
川
優
作
さ
ん
、
中
村
敎
さ

ん
の
４
名
に
日
頃
の
乳
質
改
善
の
努
力
を
称
え

牧
野
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
開
会
に
あ
た
り
牧
野
会
長
よ
り
挨
拶

豊
原
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

豊
原
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

第
62
回

第24回

会　
　
長

牧
野　
修
二

副
会
長

芳
賀　
　
守

　

〃　

紫
藤　
有
策

書　
　
記

井
上　
哲
孝

会　
　
計

広
沼　
力
也

常
任
幹
事

古
道
谷
一
男

　

〃　

篠
田　
翔
司

　

〃　

青
野　
大
地

　

〃　

真
下　
雅
人

　

〃　

高
田　
嘉
秋

　

〃　

門
間　
賢
人

監　
　
事

浦
山　
武
志

　

〃　

細
川　
優
作

　

〃　

荒
瀬　
　
理

が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
望
月
組
合
長
、
山

崎
酪
対
会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に
は
遠
藤
貢

紀
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
に
入
り
ま

し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
５
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
議
案
第
２

号
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
」議
案
第
３
号「
令

和
６
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ

い
て
」
議
案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
」
が
満
場
一
致
の
も
と
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
芳
賀
副
会
長
よ
り
閉
会
挨
拶
を
い

た
だ
き
第
62
回
通
常
総
会
が
終
了
致
し
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で

す
。

酪農振興会 総会全議案が審議され、満場一致で可決承認されました。



5 なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

活動をピックアップ
　年部青 若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

Ｙｏｕｔｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

　
中
春
別
農
協
青
年
部
で
は
、

４
月
12
日
㈮
に
農
業
者
団
地
セ

ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
お

い
て
、
第
51
回
通
常
総
会
が
盛

会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
永
年
に
わ

た
り
青
年
部
事
業
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
令
和
５
年
度
を

持
ち
ま
し
て
定
年
を
迎
え
ら
れ

た
６
名
に
感
謝
の
意
を
込
め
、

大
内
由
祐
さ
ん
を
代
表
に
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
品
の
贈
呈
が
終
わ
り
、

柿
本
部
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ

つ
、
ま
た
来
賓
を
代
表
し
、
望

月
組
合
長
、
山
崎
酪
対
会
長
よ

り
祝
辞
を
頂
き
、
議
事
へ
と
移

り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
中
春
別
地
区　

相
澤
孝
太
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
議

案
第
１
号
「
令
和
５
年
度
事
業

新たなスタート！青年部事業の更なる推進に向けて
中春別農協青年部通常総会第51回

部　
長

柿
本　
竜
矢

副
部
長

林　
　
恒
雄

　
〃　

青
野　
大
地

理　
事

中
山　
泰
輔

　
〃　

遠
藤　
貢
紀

　
〃　

畠
山　
純
一

監　
事

森　
　
友
佑

　
〃　

島
崎　
和
成

報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号
「
令
和

６
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
」、

議
案
第
３
号
「
令
和
６
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に

つ
い
て
」、
議
案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」
以
上

議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
野
地
区
青
協
会
長
よ
り
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
い

た
だ
き
、
林
副
部
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
通
常
総
会
が
閉

会
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
青
年
部
新
役
員
体
制
に
つ
い
て
は
以
下
の
通

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



6なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

活動をピックアップ
　年部青

　
Ａ
コ
ー
プ
水
曜
特
売
が
４
月
17
日
㈬
に
開
催
さ
れ
、

青
年
部
で
は
「
創
作
ダ
イ
ニ
ン
グ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
」
と
の
コ
ラ
ボ
カ
レ
ー
を
特
別
価
格
で

販
売
し
、
お
買
い
上
げ
頂
け
た
お
客
様
を
対
象
に
牛

乳
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
度
目
と
な
る
青
年
部
コ
ラ
ボ
カ
レ
ー
は
、

前
回
よ
り
も
牛
乳
の
量
を
増
や
し
よ
り
マ
イ
ル
ド
な

カ
レ
ー
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
カ
レ
ー
は
前
回
の
70
食

よ
り
増
量
し
、
約
１
０
０
食
分
を
用
意
。
沢
山
の
お

買
い
求
め
が
あ
り
無
事
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
販
売
に
併
せ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
も
行
い
、
直
に

お
客
様
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
出
来
き
ま
し
た
。
中
で
も

「
お
肉
が
た
っ
ぷ
り
で
美
味
し

か
っ
た
」、「
辛
さ
も
丁
度
よ
く
、

世
代
を
問
わ
な
い
美
味
し
い
カ

レ
ー
で
し
た
」
な
ど
と
言
っ
た
、

沢
山
の
嬉
し
い
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
お
客
様
の
声
や
笑
顔
を
励
み

に
、
今
後
も
コ
ラ
ボ
カ
レ
ー
の

販
売
を
通
じ
た
、
牛
乳
乳
製
品

の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

青年部コラボカレーを販売!!Ａコープ水曜特売Ａコープ水曜特売



7 なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！
Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

　
根
室
地
区
青
協
で
は
４
月
25
日
㈭

根
室
農
業
会
館
に
お
い
て
、
第
73
回

通
常
総
会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ
、
各

関
係
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

来
賓
や
盟
友
が
集
い
、
当
地
区
か
ら

は
６
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
小
野
会
長
よ
り
開
会
挨
拶

が
あ
り
、
議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
福
岡

裕
也
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案
第
１
号

「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号

「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、

議
案
第
３
号
「
令
和
６
年
度
会
費

の
賦
課
・
徴
収
（
案
）
に
つ
い
て
」、

議
案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
」、
以
上
議
案
第
１
~
４
号
ま
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
後
は
、
佐
藤
顧
問
発
声
に
よ

Bright Future ～新たな時代へ～
第73回 通常総会

る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、
今
後

の
青
年
部
活
動
に
向
け
て
盟
友
の
心

は
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
令
和
５
年
度
を
以
っ
て
退

任
さ
れ
る
、
小
野
会
長
、
片
岡
監
事
、

佐
藤
顧
問
よ
り
退
任
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
新
役
員
体
制
つ
い
て

は
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。会　

長

西
塚　
知
也（
計
根
別
）

副
会
長

桜
井　
将
敦（
標　
津
）

　
〃　

小
出　
信
彦（
中
標
津
）

監　
事

柿
本　
竜
也（
中
春
別
）

　
〃　

久
末　
彰
真

（
道
東
あ
さ
ひ
）

　
こ
の
度
、
当
農
協
が
令
和
５
年
度
消
防
団
等
地
域
活
動

表
彰
に
選
ば
れ
、
４
月
８
日
、
農
協
内
で
別
海
消
防
署
長

よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
は
、
平
常
時
の
活
動
に
よ
り

地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
全
国
の
模
範
と
な
る
消

防
団
や
、
団
員
確
保
に
つ
い
て
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
消

防
団
、
更
に
は
、
消
防
団
員
で
あ
る
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
に
特
に
深
い
理
解
や
協
力
を
示

し
て
い
る
事
業
所
等
に
対
し
、
消
防
庁
長
官
が
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　
当
農
協
で
は
職
員
９
名
が
中

春
別
消
防
団
に
加
入
し
て
お
り
、

日
頃
よ
り
防
災
活
動
や
、
万
一

に
備
え
た
消
火
訓
練
な
ど
地
域

住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

守
る
た
め
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
日
頃
の
活
動
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
事
業
所
と
し
て
消
防
団
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
動
表
彰

消
防
団
等

消
防
団
等
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NOSAI北海道による

アルコール不安定牛（発症牛）のアルコール不安定牛（発症牛）の
血液検査を実施した結果内容と見解について血液検査を実施した結果内容と見解について

【MPT成績グラフの結果】【MPT成績グラフの結果】

　昨年からのアルコール不安定乳
の発生に伴い、組合員さんへの情
報提供の一つとして、実際にアル
コール不安定牛（発症牛）の血液
の状態がどのようになっているの
かを調査するため、NOSAI北海
道の協力のもと、この検査にご理
解とご協力を得られた組合員の発
症牛を対象に血液検査を実施しま
した。

　今回、３月６日に５戸25頭の発症牛の血液を採取し、NOSAI北海道による代謝プロファイルテスト
の正常値と比較した結果、下記の通りとなりました。

・ BCS（肥満度を測る）：平均的なスコアでした。
・ 血糖（糖の代謝異常を調べる）：全体として低く推移し低エネルギー状態でした。
・ アルブミン（肝臓で作られるタンパクで栄養状態の指標となる）： 低く推移している傾向にあり低タンパク

の状態でした。
・ GOT（肝機能障害を調べる）：高めに推移しており肝機能が低下している状態。
・ カルシウム（カルシウム濃度を測る）：全体的に低く推移しており低カルシウムの状態。
・ 尿素窒素（タンパク質とエネルギーのバランスを検査）： 全体的に低く推移し低タンパクの状態。というよ

うな結果となりました。

診療所： 日付：

ＭＰＴ成績グラフ
2024/04/10

検診番号： 採血日： 農家名：39106036 2024/03/06 2024/3/6　5農場計

根室南部支所

[グラフ３]

受付No：

＊このMPT成績グラフにつきましては、今回、各項目に対して検査した結果となります。
　＋印が検査牛の集団になり上下の波線の範囲に収まっていれば正常値となります。
　ピンクの横線につきましては平均値となります。
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【料金について】【料金について】

　最後に、今後、牧草の生育が進み６月には牧草収穫がスタートい
たします。昨年６月の別海町の平均気温は15.5℃（前年比＋2.8℃）
となっており、年々牧草の刈取適期が早まる傾向にあります。牧草
収穫の刈取時期についても見直しをしてみてはいかがでしょうか。
牛にも美味しいご飯（牧草）をお腹いっぱい食べさせ、扇風機や水
分補給（換気扇やウオーターカップ清掃）をおこない暑い夏を乗り
切りましょう。

　「個体のみの血液検査」については、１頭当たり2,074円＋１件の往診料1,990円＝4,064円（税込）とな
ります。
　「代謝プロファイルテスト」については、令和６年度より従来の検査内容、料金等が変更となり、現在協
議中のため現時点では詳細が分かりません。ご興味のある方は後日、農協（畜産課76-2121）または担当
NOSAIにお問い合わせ願います。

・ NOSAI北海道による血液による見解については、全体的に低血糖、低エネルギー、低タンパクで個体によっ
ては肝機能が低下している状況にあり、低栄養状態と推測される見解となりました。また、血液検査とあわ
せて粗飼料分析も行い、関係機関より見解をいただいた結果、全体的にＴＤＮが低く、ＮＤＦが高めの値と
なり刈り遅れにより栄養価は低い状況でありました。この結果から、昨年のような暑熱ストレスを受けると
発生リスクが高まるため、牛に快適な環境を整え、良質な粗飼料の給与、ミネラルや糖蜜、パルプ、配合飼
料、圧ぺんコーンなどを補給するなど今一度設計を見直すことで採食量を増やすことが重要となります。

　NOSAI北海道では、今回、実施した「個体の血液検査」に加え、より詳しい検査をおこなう「代謝
プロファイルテスト」についても対応できるとのことであり、興味のある組合員につきましては農協（畜
産課）または担当NOSAIに連絡願います。

※この成績グラフは、アルコール不安定⽜（発症⽜）の分娩後の乳検データを項⽬毎に集約したものです。
 個体よってバラつきが⾒られますが、分娩後の乳成分が低い傾向が⾒受けられます。

アルコール不安定⽜（発症⽜）の分娩後乳検データ（参考）
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 福之姫 19 54 13 166,947 4.05

2 北美津久 36 53 14 140,278 3.80

3 秋忠平 46 54 15 132,913 3.63

4 琥百合５ 10 54 15 128,200 3.67

5 珀百合 9 54 16 125,111 3.31

6 貴隼桜 6 53 12 122,167 4.28

7 拓忠平 7 51 19 120,714 2.69

8 鉄晴幸 48 50 16 118,042 3.21

9 美津金幸 86 49 20 108,767 2.44

総計 579 49 17 106,337 2.98

10 勝吾 7 53 17 104,143 3.15

11 花之福 32 47 14 99,750 3.35

12 百合美 35 49 17 99,486 2.79

13 愛之国 13 43 15 98,077 2.79

14 英貞 17 54 22 97,065 2.46

15 勝美糸 17 52 21 93,941 2.46

16 奈緑 26 48 18 90,692 2.73

17 隆之姫 25 46 17 89,880 2.72

18 北平白鵬 7 44 26 84,714 1.69

19 藤平福 29 45 15 84,486 3.07

20 奈美百合 30 46 12 82,433 3.77

21 百合芳 11 48 14 79,273 3.52

22 満天桜 16 44 17 68,750 2.61

23 美津利奈 6 43 18 62,333 2.46

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 北美津久 20 49 18 201,800 2.77

2 福之姫 30 55 19 126,833 2.84

3 鉄晴幸 44 48 15 113,455 3.16

4 秋忠平 28 51 15 88,107 3.45

5 奈津勝 9 59 39 78,222 1.50

6 百合芳 8 51 24 77,375 2.13

7 英貞 15 46 14 74,533 3.21

総計 524 47 19 73,009 2.49

8 勝美糸 16 48 20 69,375 2.39

9 珀百合 6 46 10 69,333 4.49

10 北平白鵬 9 50 31 66,222 1.62

11 美津金幸 80 46 21 66,013 2.18

12 拓忠平 9 45 12 65,889 3.72

13 奈緑 21 43 14 65,333 3.06

14 花之福 13 49 22 63,462 2.27

15 貴隼桜 9 43 11 63,111 3.75

16 勝吾 10 44 11 52,900 4.03

17 愛之国 15 41 20 51,400 2.03

18 奈美百合 24 46 17 48,875 2.73

19 百合美 33 42 21 46,185 2.04

20 隆之姫 23 45 19 44,309 2.41

21 満天桜 7 41 17 38,143 2.43

22 藤平福 37 44 21 33,657 2.09

福之鶴 1 60 11 230,000 5.45

勝金幸 1 47 15 143,000 3.13

秋光花 1 50 10 142,000 5.00

奈録 1 48 12 131,000 4.00

福之鶴 2 53 20 170,500 2.72

鉄扇 2 49 9 90,000 5.39

福増鶴 1 54 36 85,000 1.50

豊奨菊 1 54 18 85,000 3.00

秋光花 1 62 10 84,000 6.20

輝福姫 3 53 18 81,000 3.00

販売通信
令和６年３月（雄） 令和６年３月（雌）（上場頭数６頭以上、税込み価格） （上場頭数６頭以上、税込み価格）

＊参考＊ ＊参考＊

ホクレン根室家畜市場
Ｆ１（乳用交雑種）種雄牛別平均価格（月別３～４月）

＊総計には除外した頭数も含む
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 福之姫 21 58 18 171,762 3.21

2 北美津久 19 56 17 155,000 3.33

3 秋忠平 31 52 16 134,065 3.19

4 珀百合 8 50 14 127,500 3.66

5 鉄晴幸 40 48 13 123,800 3.64

6 花之福 25 51 16 114,160 3.28

7 隆之姫 30 49 18 113,103 2.68

8 貴隼桜 7 48 12 112,143 3.85

総計 539 49 16 108,826 2.97

9 勝吾 11 57 18 107,909 3.23

10 百合美 48 47 17 107,750 2.77

11 英貞 25 49 19 105,760 2.54

12 勝美糸 15 52 14 105,200 3.57

13 美津金幸 94 46 16 103,319 2.88

14 北宝翔 6 44 17 100,500 2.57

15 北平白鵬 6 55 32 98,500 1.71

16 奈緑 17 46 13 98,294 3.59

17 奈美百合 17 51 17 96,353 2.99

18 愛之国 20 41 20 87,400 2.03

19 藤平福 31 44 15 86,290 3.04

20 百合芳 9 51 25 77,778 2.05

21 富福久 6 50 11 61,333 4.58

22 満天桜 15 48 18 60,933 2.62

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 北美津久 31 49 15 213,419 3.32

2 福之姫 26 55 18 135,654 3.04

3 鉄晴幸 42 47 16 124,952 2.94

4 琥百合５ 4 46 12 93,500 3.91

5 奈津勝 4 58 37 84,750 1.59

6 秋忠平 32 47 17 83,938 2.80

総計 530 46 18 83,134 2.58

7 貴隼桜 6 51 24 78,667 2.15

8 勝美糸 10 46 15 77,800 3.01

9 英貞 23 45 13 74,870 3.33

10 花之福 23 45 14 74,609 3.29

11 輝福姫 4 49 17 74,000 2.94

12 拓忠平 11 44 12 71,455 3.50

13 奈緑 21 44 18 67,857 2.44

14 美津金幸 87 44 19 67,529 2.32

15 百合美 45 44 19 63,802 2.35

16 珀百合 6 47 16 62,833 2.92

17 北平白鵬 7 50 37 62,429 1.36

18 隆之姫 20 46 21 61,655 2.21

19 勝吾 8 49 13 57,375 3.70

20 奈美百合 13 45 17 52,000 2.61

21 藤平福 27 44 18 51,296 2.47

22 愛之国 17 38 16 48,529 2.40

23 満天桜 23 43 20 45,435 2.13

24 富福久 8 44 12 40,500 3.74

鈴音 2 50 17 236,000 2.94

福之鶴 3 52 23 162,000 2.31

博紅葉 2 44 10 92,500 4.40

福之鶴 1 56 19 229,000 2.95

奈津百合55 1 57 19 148,000 3.00

福美国 1 54 15 132,000 3.60

夜桜 2 62 26 130,500 2.43

琥百合５ 2 57 21 129,000 2.71

鉄扇 2 47 13 125,500 3.62

勝金幸 4 50 10 122,500 5.24

令和６年４月（雄） 令和６年４月（雌）（上場頭数６頭以上、税込み価格） （上場頭数４頭以上、税込み価格）

＊参考＊＊参考＊

＊総計には除外した頭数も含む
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春別寿会設立春別寿会設立5050周年記念祝賀会周年記念祝賀会

ブ
に
も
加
入
し
て
お
り
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
お
話
を
聞
く
中
で
、
人
と
の

出
会
い
や
繋
が
り
の
大
切
さ
、
仲
間
と
の
絆
や
地
域

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
、
当
た
り
前
に
出
来
て
い
る
こ
と
も
、
歴
代
の
役

員
や
会
員
皆
様
が
現
在
ま
で
繋
い
で
き
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
出
来
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
し
て
、
今
の

中
春
別
地
域
が
あ
る
と
考
え
ま
す
と
、
と
て
も
感
慨

深
く
思
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
て

変
わ
ら
ず
に
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
設
立
50
周
年
を
記
念
し
「
春
別
寿
会
50
年

の
歩
み
」
と
題
し
て
記
念
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
農

協
金
融
窓
口
前
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
祝
賀
会
で
は
、
寺
澤
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
曽
根
町
長
と
原
内
副
組
合
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
小
原
中
春
別
町
内
会
連
絡
協

議
会
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

　
乾
杯
と
共
に
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
会

員
同
士
や
ご
来
賓
の
方
々
と
、
会
話
に
華
を

咲
か
せ
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
祝
宴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
は
沢
山
の
お
話
を
聞
か

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
の
活
動
や
趣
味
の

　
春
別
寿
会
︵
中
春
別
地
区
の
平
成
町
内
会
、
菊
水
町
内
会
、
富
岡
町
内
会
、
春
別
町
内
会
で

構
成
︶
で
は
、
設
立
50
周
年
を
記
念
し
た
祝
賀
会
を
去
る
４
月
６
日
㈯
菊
水
会
館
に
て
曽
根
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
盛
会
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開会の挨拶を述べる寺澤会長曽根町長による祝辞

話
、
当
時
の
ご
苦
労
や
仲
間

の
事
、
時
代
の
変
化
な
ど
、

平
成
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て

は
新
鮮
な
お
話
ば
か
り
で
し

た
。
中
で
も
、
入
植
当
時
は

電
気
も
無
く
ラ
ン
プ
を
使
い

明
か
り
を
確
保
し
て
い
た
こ

と
や
、
機
械
化
が
進
む
現
在

で
は
想
像
の
で
き
な
い
、
馬

や
人
力
で
仕
事
を
し
て
い
た

と
、
驚
き
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
今
で
は
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
、
別
海
町
老
人
ク
ラ

原内副組合長による祝辞 司会を務める平林書記小原町内会連絡協議会長
による乾杯の挨拶



13 なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

Ｊ
Ａ

中
春

別
　

組
織

機
構

図
と

職
員

配
置

図

室
1

部
5

課
10

係
13

事
業

所
1介

護

区
　

分
 男

 女
 計

正
職

員
25

21
46

準
職

員
18

15
33

合
　

計
43

36
79

機
構

構
成

職
員

構
成

令
和

６
年

４
月

20日
現

在

係山
田

ひ
か

り
試

採
用

尾
上

　
 結

試
採

用
長

野
　

 響
試

採
用

中
矢

 拓
久

試
採

用
石

井
 あ

み
試

採
用

宮
武

 颯
馬

試
採

用
鳥

井
 優

斗
試

採
用

佐
藤

 俊
和

管
理

係
 係

長（
兼

）
塩

崎
　

純
也

管
理

課
 課

長
塩

崎
　

純
也

総
務

部
 部

長
山

形
　

則
和

融資審査課 課長（兼）
澁

谷
　

浩
一

融資審査係 係長（兼）
澁

谷
　

浩
一

係（
兼

）
佐

藤
　

朋
哉

主
査

前
川

　
元

美
係小

濱
　

菓
歩

係佐
藤

　
朋

哉
準

職
員

成
田

　
幸

治
生産資材係 係長（兼）
澁

谷
　

浩
一

購
買

課
 課

長
澁

谷
　

浩
一

準
職

員（
主

任
）

田
村

　
　

勝
準

職
員

山
本

さ
と

み
準

職
員

三
浦

　
靖

男
準

職
員

渡
辺

美
由

樹
準

職
員

楠
　

千
恵

子
準

職
員

米
澤

　
絵

里
準

職
員

天
野

真
寿

美
生

活
店

舗
係

 係
長

山
下

　
裕

貴
生活店舗課 課長（兼）
相

澤
　

幸
司

購
買

部
 部

長
相

澤
　

幸
司

準
職

員（
主

任
）

及
川

　
恵

佑
準

職
員

梶
　

　
紀

之
準

職
員

蜷
川

　
英

樹
準

職
員

對
馬

　
美

加
準

職
員

佐
々

木
幸

雄
準

職
員

高
橋

　
大

河
燃

油
係

 係
長

山
田

　
慎

悟

金
融

共
済

部
 部

長
大

内
　

　
毅

金
融

共
済

課
 課

長
塩

沢
奈

緒
美

係竹
田

　
律

子
係西

澤
舞

由
花

係千
葉

　
彩

生
係岡

本
　

梨
音

貯
金

係
 係

長（
兼

）
塩

沢
奈

緒
美

係山
崎

明
日

香
融

資
係

 係
長

清
野

　
瑞

希

係加
藤

　
芽

衣
係小

山
　

ゆ
き

共
済

係
 係

長
赤

井
　

寿
成

係倉
内

　
結

望
経

営
相

談
係

係
長

河
合

　
崇

之
係

長
目

黒
　

佑
摩

経
営

相
談

課
 課

長
土

屋
　

宏
太

営
農

部
 部

長
下

地
　

剛
志

係佐
々

木
捺

希
係鈴

木
雅

邑
彩

係田
中

　
翔

也
準

職
員

新
谷

　
祐

子
営農振興係 係長（兼）
天

野
　

拓
弥

責
任

者（
準

）
安

部
　

紋
香

介
護

員（
準

）
岩

淵
　

洋
子

介
護

員（
準

）
坂

下
富

喜
子

介
護

員（
準

）
吉

田
　

知
世

介
護

員（
準

）
三

浦
　

広
美

介
護

員（
準

）
宮

西
　

理
絵

介護事業所 管理者（兼）
天

野
　

拓
弥

営
農

振
興

課
 課

長
天

野
　

拓
弥

代
表

理
事

組
合

長
望

月
　

英
彦

専
務

理
事

大
山

　
武

永

常
務

理
事

真
部

　
朝

志
副

組
合

長
理

事
原

内
　

　
修

会
長

理
事

西
川

　
寛

稔

監
査

室
室

長（
兼

）
山

形
　

則
和

係
長

小
田

島
聖

子
室

員（
兼

）
水

谷
　

隆
行

総
務

経
済

委
員

会
委

員
長

原
内

　
　

修
委

員
西

川
　

寛
稔

委
員

上
田

　
泰

治

監
事

会
代

表
監

事
髙

橋
　

真
悟

監
事

兼
松

　
真

武
監

事（
員

外
）

森
　

　
忠

義

営
農

生
産

委
員

会
委

員
長

伊
藤

　
一

吉
委

員
山

崎
　

浩
二

委
員

片
野

　
大

介

組
合

員
総

    会

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会

企
画

会
議

理
事

会

係菊
池

龍
之

介
準

職
員

濱
中

　
　

武
準

職
員

池
田

喜
久

夫
準

職
員（

主
任

）
福

永
　

将
嗣

準
職

員
長

谷
川

禎
博

準
職

員
有

地
　

孝
文

販
売

係
 係

長
川

村
　

亜
希

販
売

課
 課

長
小

田
島

雅
信

生
産

部
 部

長
水

谷
　

隆
行

係太
田

古
都

子
係竹

田
　

昌
矢

係原
内

　
　

星
係藤

本
　

陸
玖

係神
保

　
岳

大
畜産指導係 係長（兼）
田

渕
　

吉
明

畜
産

課
 課

長
田

渕
　

吉
明

主
査

佐
瀨

奈
緒

美
係工

藤
　

智
紀

係橋
本

　
　

葵
係楢

山
　

幸
奈

生
乳

係
 係

長（兼）
渡

辺
　

直
人

生
乳

課
 課

長
渡

辺
　

直
人

異
動



1414なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

営農対策情報
根室農業改良普及センター 敷料管理から敷料管理から

乳房炎を減らそう�乳房炎を減らそう�

2 消石灰の併用
　特におが粉は大腸菌が増殖しやすい敷料です。
そのため、消石灰を混ぜて散布する必要がありま
す（図１）。
※�他の衛生資材を使う際は、殺菌効果の有無に留

意しましょう！

・�おが粉１㎥に対して消石灰10㎏程度を
混合し、その水溶液がpH11以上になる
ように矯正する

・消石灰の殺菌効果は３日以内

1 除糞のタイミング・回数
　敷料を投入していても、除糞のタイミングが悪かったり、回数が少なかったりすることで、牛床が
汚れやすくなります。給餌やエサ寄せなどの、牛が一斉に立ち上がるときに除糞を行いましょう！

3 保管場所の確保
　敷料を長期間保管しておくと、水分を含み、菌が増殖します。雨水が入りにくい場所で保管し、長
期間の保管はやめましょう！

図１　消石灰利用の注意点

　敷料を投入する目的の一つに、牛床衛生を保つことが挙げられます。しかし、適切な管理を怠ると、菌
が増殖し、乳房炎が増えるなどの問題が引き起こされます。今回は、菌を繁殖させない敷料管理とそれを
確かめる牛体衛生スコアについて説明します。

図２　牛体衛生スコア　引用：ウィスコンシン大学

図３　衛生スコア（乳房）３以上の頭数割合と
出荷乳の体細胞数との関係

引用：愛知県農業総合試験場

　牛体衛生スコアは、下腿、乳房、大腿の汚れ具
合を評価する指標で、数値が高いほど牛体が汚れ
ています（図２）。スコア３、４の牛が多い場合、
衛生環境が悪いと考えられます。
　牛体衛生スコアは体細胞数と相関が見られます

（図３）。
　牛の乳房やふとももを見て、糞で汚れている牛
が多い場合には、敷料管理を見直すことで、乳房
炎の低減につながるかもしれません。
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0
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乳房衛生スコア 3以上の頭数割合（％）

体
細
胞
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～牛体衛生スコアを確かめよう～
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2024（令和６）年５月号

月
号5

校　　長　織井　　恒
教　　頭　稲井　圭一　真狩高校より

【酪農経営科】
科　　長　佐藤　　信（畜産・酪農経営科１年副担任）
教　　諭　大利美沙妃（食品・酪農経営科２年担任）
教　　諭　小野　伊織（畜産・酪農経営科３年担任）
教　　諭　山田　梨帆（畜産・酪農経営科２年付き）
実習助手　阿部　友弥（草花・野菜）
実習助手　植月　祥太（野菜・乳加工）標茶高校より

【農業特別専攻科】
科　　長　平山隆一郎（畜産・専攻科２年担任）
教　　諭　池田　冬乃（畜産・専攻科１年担任）新採用

＜異動＞
教　　諭　中村　　淳（置戸高校）

＜退職＞
教　　諭　今岡　啓吾
実習担任教諭　高橋　克宣

ちは、「それぞれの目標に向かって、充実した学校
生活になるよう一緒に頑張っていこう。」という活
発な意見交換が行われました。
●【専攻科】春季交通安全講習会を実施―
　４月９日㈫に春季交通
安全講習会を実施しまし
た。講師に株式会社リブ
ラスの宮武様をお迎えし
て、発生頻度の多い事故
の条件や賠償の割合など
詳しい内容を教えていただきました。講習を終えた
２年目学生の丹羽瑛郁さんは「免許をとって一年が
経ちますが、これからも事故を起こすことのないよ
う気を引き締めて運転していきたいです。」と決意
を語っていました。
●【専攻科】学友会年度始総会を実施―――
　４月９日㈫に学友会年
度始総会を実施しました。
学友会とは、学校生活を
充実させるために専攻科
学生によって組織された
ものです。丹羽学友会会
長のもと前年度の活動や予算について確認し、今年
度の学校生活をより充実したものになるよう専攻科
学生全体で取り組みました。
●【酪・専】農業専門教科担当スタッフ紹介――
　人事異動に伴い職員の転出、転入がありました。

●【酪・専】入学式が行われました― ――――
　４月８日㈪、令和６年
度入学式が本校体育館で
行われました。
　今年度も、多くの保護
者等、来賓の皆さまにご
臨席いただき、 天気にも
恵まれた晴れやかな雰囲気のもと、普通科72名、酪
農経営科３名、農業特別専攻科１名、計76名が新た
に入学を許可されました。
　新入生代表挨拶を行った酪農経営科、石橋大夢さ
ん（中央中出身）は「初めは、なぜ自分なんだろうと
思ったけど、１年生の代表としてしっかり挨拶がで
きた。これから勉強も部活も行事も頑張っていきた
いです。」と高校生活の抱負を語ってくれました。
　今年度は高校生237名、専攻科学生５名の計242
名がこの学び舎で学んでいきます。
●【酪農経営科】ＨＲ意見発表（１学年）――
　４月12日㈮、１年生
のＨＲ意見発表大会が行
われました。酪農経営科
１年生の３名は春休みの
課題として、それぞれの
農業や環境、地域の課題
について意見を述べました。１年生３名は、２・３
年生の代表生徒とともに、５月１日に本校体育館で
行われる、校内意見発表大会に出場します。
●【酪農経営科】農業クラブ総会�������
　４月15日㈪に、農業ク
ラブ総会が行われました。
農業クラブ総会開催の挨
拶では、 農業クラブ会長
３年中町周輔さん（厚岸
真龍中出身）が「この総会
は、１年間の活動を確認するため、１人ではなくみん
なで取り組んでいくための会です。」と話し、農業ク
ラブ総会に参加した１年生の松浦爽一郎さん（根室
柏陵中出身）は「昨年の活動内容も分かってた、自分
がやりたいことも見つかったので、３年間頑張って
いきたい。」と農業クラブ活動への意欲を語ってくれ
ました。
●【専攻科】新入生歓迎会を実施―――――
　４月８日㈪に新入生歓
迎会を実施しました。今
年度は１名の新入生を迎
え入れることができまし
た。会食しながら自己紹
介を行いました。学生た

入学式の様子

HR意見発表の様子

農業クラブ総会の様子

新入生歓迎の様子

交通安全講習会の様子

学友会年度始総会の様子
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第１回 理事会の動き 令和６年４月17日㈬

第２回 理事会の動き 令和６年４月26日㈮

報告事項 
１　 令和５年度㈲ジェイエー・ワンプの決算報告並

びに令和６年度事業計画について
２　 令和５年度㈲中春別マシンセンターの決算報告

並びに令和６年度事業計画について
３　 令和５年度㈱なかしゅんべつ未来牧場の決算報

告並びに令和６年度事業計画について
４　子会社の監査報告について
５　令和５年度決算監査報告について
６　組合員の脱退について
７　職員の退職について
８　人事発令について
９　 緊急事態発生対策・火災発生対策機構図の変更

について
10　令和６年度農事組合長会について
11　 理事に対する資金の貸付及び賃貸借に係る報告

について
12　令和５年度３月末財務状況について
13　令和５年度３月末購買事業実績について
14　令和５年度余裕金運用実績について
15　令和５年度年間経営定期点検実施報告について
16　令和５年度監査室業務活動報告について
17　共済一斉推進の実施について
18　固定資産の取得について
19　固定資産の除却について
20　令和５年度３月末営農関連実績について
21　令和５年度生乳生産戸別実績について
22　令和５年分農業所得税納付額について
23　令和５年分農業消費税納付額について
24　 令和５年度JA中春別経営改善プロジェクト取

組報告並びに令和６年度選定組合員及び取組内
容について

25　令和５年度経営移譲に係る褒賞対象者について
26　令和５年度乳質改善良質乳生産者表彰について
27　令和５年度乳質ペナルティ使途報告について
28　 令和５年度生乳汚染事故補償互助会決算報告に

ついて

29　 令和５年度特定疾病感染補償互助会決算報告に
ついて

30　 令和５年度良質乳生産基盤強化支援事業の実績
について

31　特定疾病感染状況について
32　 令和６年度北海道酪農体質強化対策事業実施要

領について
33　 NOSAI北海道によるアルコール不安定牛（発

症牛）の血液検査を実施した結果内容と見解に
ついて

議　　案 
１　令和６年度経営定期点検実施計画について
２　令和６年度余裕金運用方針及び運用について
３　外部出資の増口について
４　 令和６年度コンプライアンス・プログラムにつ

いて
５　令和５年度優良組合員表彰について
６　 令和６営農年度財産造成に伴う資金の貸付につ

いて
７　令和６営農年度クミカン暫定取引について
８　 令和６年度良質乳生産基盤強化支援事業の実施

（案）について
９　 令和６年度JA中春別乳牛共進会開催要領（案）

について
10　令和５年度決算書類について
11　令和6年度事業基本方針(案）について
12　令和６年度事業計画の設定について
13　第50回通常総会の開催日程について
14　第50回通常総会の提出議案について
15　 第50回通常総会招集通知への記載事項につい

て
16　 第50回通常総会の議決権行使に当たっての留

意事項について

報告事項
１　令和５年度期末賞与の支給について
２　令和５年度資産自己査定について
３　 令和５年度購買品棚卸資産の差損・差益につい

て
４　 令和５年度任意積立金（税効果積立金）につい

て

 議　　案 
１　令和５年度事業報告について
２　令和５年度決算及び剰余金処分（案）について

 協議事項 
１　 地区別組合員懇談会意見集約に係るＱ＆Ａにつ

いて
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⑴�背筋を伸ばしていすに座り、足の裏を床にしっかり着けま
す。膝の間はこぶし一つ分隙間を空けます。腕を曲げ、肩
の高さで視界に入らない位置まで外に広げて軽く握ります。

⑵�人さし指だけを伸ばし、できるだけ指を見ないようにしな
がら左右から指先を近づけます。指先に集中して指の腹同
士をできるだけ正確に合わせて軽く押して、人さし指の内
側のストレッチを行います。同時に、足の爪先を上げます。

⑶�⑴の姿勢に戻り、⑴⑵を10回繰り返します。10回のうち４回以上、指先がピ
タッと合えば合格です。

３月乳質乳価一覧表 ３月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 1105.691 46.05 39.61 6.44
無 脂 乳 固 形 分 701.573 62.48 54.09 8.39
生 産 者 補 給 金 4.8716 4.87 5.49 0.62
集 送 乳 調 整 金 1.4856 1.49 1.72 0.23
補 給 金 合 計 6.3572 6.36 7.21 0.85

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 329,987,768.5

3.78 3.76 0.02

ランク2 　０ 9,733,746.9
ランク3 －３ 162,191.4

体細胞数
ランク1 　２ 308,707,168.7
ランク2 　１ 15,854,936.5
ランク3 －２ 4,065,051.3

合　　　　　計 118.67 104.67 14.00

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 46円05銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 62円48銭
生 産 者 補 給 金 ③ 4円87銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 1円49銭

脂 肪 率
全道 4.16％
農協 4.28％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.91％
農協 8.88％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 114円89銭
農協 116円02銭

乳質乳価⑥
全道 3円78銭
農協 3円77銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 118円67銭
農協 119円79銭
差異 1円12銭

　指には脳につながる多くの神経が集まっているため「第二の脳」といわれます。指を動かすことで脳に信
号が送られ、この信号が脳の中枢神経を刺激し、思考力や言語力などを鍛えます。
　指先には全身の健康に密接な関係があるつぼも集中しています。離れた指先を合わせる動きは集中力と平
衡感覚を鍛えることができ、さまざまな効果が期待できる健康体操といえます。
　今回の体操では爪先も上げることで、すねの筋肉も鍛えられます。年を重ねると敷居や小さな段差につま
ずきやすくなります。転倒を防ぐ一助にもなりますので、ぜひ楽しみながら覚えてくださいね。

人さし指での体
操に慣れたら、
小指でもやって
みましょう。

応用

指先に集中！

指先ストレッチ＆爪先上げで
脳活性化と転倒予防

健康生活研究所所長●堤　喜久雄

⑴⑴ ⑴⑴ ⑵⑵ ⑵⑵
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良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下
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100.0%100.0% 100.0%100.0%

88.0%88.0%

99.3%99.3%

84.8%84.8%

93.1%93.1%

99.2%99.2% 97.0%97.0%
92.1%92.1%

96.0%96.0%
90.4%90.4%
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88.4%88.4%
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令和６年４月30日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0 件 0 件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、
血乳による汚染事故 0 件 1 件

異臭、異常風味による
汚染事故 0 件 0 件

ミルクドクター
使用率（４月）

豊　原 美　原 中春別 全体計
85.7% 89.8% 83.9% 86.2%

忙しい時こそ忙しい時こそ
忘れずに�忘れずに�

ミルクドクター�ミルクドクター�

中春別地区毎日体細胞（４月） 令和６年度地区集計（４月）

豊原地区毎日体細胞（４月） 美原地区毎日体細胞（４月）

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 1.0% 0.9%
0.0% 0.0% 4.0% 0.0% 4.8% 2.6%
0.0% 0.0% 6.0% 0.7% 9.4% 3.4%

100.0% 100.0% 88.0% 99.3% 84.8% 93.1%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 1.6% 1.3% 0.8% 1.7%
0.8% 2.4% 6.3% 2.7% 8.8% 11.6%

99.2% 97.0% 92.1% 96.0% 90.4% 86.7%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.0% 3.5% 0.0% 0.0% 0.4%
0.8% 9.3% 0.0% 0.0% 0.9%

10.8% 22.1% 2.6% 2.6% 4.9%
88.4% 65.1% 97.4% 97.4% 93.8%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.7% 0.4% 0.1% 0.4%
2.0% 1.2% 0.9% 1.3%
3.5% 6.1% 6.0% 5.4%

93.8% 92.3% 93.0% 92.9%
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
なかしゅんべつインフォメーション

　４月17日㈬にミルク王国がオープン
しました。開店初日からソフトクリーム
を求め、お客さんが足を運んでくれまし
た。
　今季の販売商品は、ソフトクリームと
サンデー、シェイク、昨年に続き当農協
オリジナル商品の「なかしゅんべつプレ
ミアムアイスクリーム（カップ）」のラ
インナップとなっております。是非とも

お買い求めくだ
さい。
　 こ れ か ら10
月上旬まで営業
予定ですので、
是非お越しくだ
さい。

ミルク王国が
オープンしました！

10月上旬まで営業期間
AM10：00～PM5：00営業時間

※ 毎週木曜日は機械メンテナンスのため、通常営業時間より
１時間早く閉店となりますのでご了承願います。

　自動車税種別割は、４月１日現在で運輸支
局に登録されている自動車の名義人にかかる
税金です。
　納税は金融機関、郵
便局又はコンビニエン
スストアのほか、ス
マートフォン等を使用
してキャッシュレスで
納税することもできま
す。５月31日までに
必ず納めましょう。

自動車税
種別割納期限です。

納税に関するご相談は、
根室振興局 税務課納税係まで

☎（0153）24-5466（直通）

５月31日は

　３か月の試用期間を経て、この度新採用とな
り金融共済課へ配属となりました山崎明日香で
す。
　試採用期間中は、営農部経営相談課にて業務
に携わらせていただきました。
　４月から融資係として業務を行っていますが、
知識や経験不足などでご迷惑をお掛けすること
もあるかと思いますが、組合員の皆様に信頼し
て頂けるように日々成長していきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

山
やま

崎
ざき

明
あ

日
す

香
か

金融共済部 金融共済課 融資係

別海町の牛乳を別海町の牛乳を
ふんだんに使ったふんだんに使った

ソフトクリームを販売！ソフトクリームを販売！

　試採用期間を終え、新規採用になりました
職員を紹介します。

介紹新職員の
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　�アジサイに似合いそうな生き物。文部省唱歌の
曲名にもなっています

２　いとこのお母さんです
３　空き店舗に――募集の看板が付いた
４　�野菜とハムやゆで卵などを盛り合わせて作ります
６　６月の第３日曜日は――の日です
９　ポシェットやリュックもこの一種
10　�梅雨時に洗濯物を干すとパリッと乾かずこうな

ることも
11　テレビ・ラジオ欄にたくさん載っています
13　倉敷市の――地区を歩いて回った
14　足が８本あります
16　手前の反対側

二重マスの文字をＡ～Ｄの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

２　うちの――は稲、裏作はキャベツです
５　時には相手の――になって考えることも大切だ
７　シカと大仏が有名な県
８　耕したり肥やしたりします
９　カウボーイが首に巻きます
11　スポーツ紙では打棒と書かれることも
12　ＬＤＫのＬです
14　たる、おけにはめられています
15　部屋の模様替えのときに動かすこともあります
16　もち米に具材を入れて炊いたもの
17　�昭和の名曲『青い――』。同名映画の主題歌と

しても知られています

抽選で３名の方に
抽選で３名の方に乳製品引換券
乳製品引換券（今月号では「粉チーズ」と引き換え！）

（今月号では「粉チーズ」と引き換え！）をプレゼント!!
をプレゼント!!

タテのカギ

Vol.556
2024

5

５月号のこたえ

返信先：JA中春別 FAX76-2341（営農振興課宛）

　正解者の中から抽選で３名の方に乳製品引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》�営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和６年５月27日㈪まで

※�ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。

※�ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

（敬称略）

４月号の正解は
A B C D E

ピクニツク
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
第19回は河合崇之経営相談係長に抽選し
て頂きました！

CA DB

・阿　部　郁　子

・山　田　侑　甫

・白　岩　三枝子


